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南チロルは､第一次大戦後にオース トリアからイタリアに割譲された地域であるが､

現在でも､人口の70パーセント近くを占めるのは､ ドイツ語を母語とする住民である2)0

この地鹿では､母語による教育や､イタリア語と並ぶ公用語としての ドイツ語の地位が

保証されていることもあって3)､今日大変盛んなドイツ経での文学活動が展開されている｡

本論では､南チロルにおける現代 ドイツ語文学に関して､その出発点と考えられる1969
年の状況と､特に注目に億する後人かの作家を紹介し､彼らに共通する特徴を浮き彫り

ハイマート')テラトウT
にする｡それによって､彼らのテクス トが､地元でしか意味を持たない郷土文学ではなく､

多文化社会に特徴的な問題を先取りした､反ナショナリズムの文学であることを明らか

にしたい｡

まずは簡単に､イタリア剖魂から現在に至るまでの南チロルの歴史を振 り返り､今日

の南チロルの社会的文化的状況をおさえておくことにする｡今日､正式名称を､｢ボーッ

ェン=南チロル.自治県｣Aut｡n｡mePr｡VinzB｡zen.Siidtir｡14)と言うこの地域は､イタリ

ア割譲当時､人口約24万のうちの90パーセントが ドイツ語を話す住民であり､4パーセ

ントが､レト･ロマンス語の一種であるラデイン語を話す人びと､そしてわずか3パー

セントほどがイタリア人であった5)o

Lかし､ファシズム政権下において徹底 したイタリア化政策が進められ､ ドイツ語の

授業は禁止､ ドイツ語の苗字や名前もイタリア語に改めさせる措置がとられた｡一方で､

大勢のイタリア人労働者の入植政策が進められ､1910年には7千3百人に過ぎなかった

イタリア人の数は､1939年には8万 1千人に達していた6)｡この年､ナチス ･ドイツとフ

ァシズム･イタリアのあいだで､ ドイツ語住民の移住に関する協定が結ばれ､約7万5千

人の人びとが､ ドイツ国内に移住することになる｡

第二次大観後､南チロルは､住民投票を認められないままイタリア領にとどめられた｡

その代 りにオース トリアとイタリアのあいだで協定が結ばれ､母語による授業､ ドイツ

語とイタリア語の同格化､民族性の保護､自治権の付与などが約束された｡イタリア政

府はしかし､この約束をなかなか実行しようとしなかった｡ 一方で南イタリアからの入

植政策は続けられたため､自治を要求する住民運動が高まり､国連の談題として審議さ

れると同時に､南チロル内では一連の爆破テロ事件をも引き起こした｡結局､1969年に､
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イタリア政府が大幅な自治権を南チロルに認めたことで合意を見たが､そのとき約束さ

れた法的措置が順次実現され､自治制度がほぼ完成するまで､20年以上の歳月を要して

いる｡南チロル問題の解決が国連に報告されたのは､1992年のことである｡

現在の南チロルは､比類ない自治制度の下7)､とりわけ観光業の隆盛のおかげで､イタ

リアでもっとも裕福な県の-つとなっている｡その反面､ ドイツ語住民とイタリア人の

乳津は大きな社会問題であり､住民は常に､チロルの文化とイタリア文化､そして､ ド

イツ語､イタリア語､ラデイン語という三つの言語の交錯する社会の中で､日々を送っ

ている｡

さて､これから南チロルの現代文学について述べる前に､まず､一体何を持って ｢南

チロルの文学｣と言うのか､定義の問題に触れておきたい｡｢南チロルの文学｣とは､南

チロルに住む人たちの文学なのか､それとも､南チロル出身者が昏いた文学なのか､あ

るいは､作者がどこの人であろうとも､南チロルを措いていれば､それを ｢南チロルの

文学｣と呼ぶのか､そうした問いが生ずるであろう｡ これらの闘いに対しては､次のよ

うに答えておくことにする｡ すなわち､ここで ｢南チロルの文学｣と言うのは､南チロ

ル出身､または南チロルに定住する作家が番いた文学テクス トの中で､南チロルという

歴史的､社会的､言語的に見て独特な現境が､表現面または内容面で大きな役割を果た

しているテクスト､しかも､文学的に質の高いものである｡

ドイツ語圏の研究者や批評家のあいだでは､S也dtirolerLiteraturとか､Literatur

auBStidtirol､LiteraturinStidtirolなど､様々な呼び方がされているが8)､文学史的概

念として確定 しているわけではない｡また､これから紹介する作家たち自身は､そう

したカテゴリーで括られることに抵抗感を示 している｡ 彼らは､自分の番いた文学テ

クス トがHeimatliteraturとみなされることを嫌っており､また､自分たちがいわゆる

M血derheitenliterqturに属するとも考えてはいないOなせなら彼らは､ ドイツ､オース
トリア､スイスといった大きなドイツ語文化圏から切り離されているわけではなく､自

治制度の確立している現在､他の文化に脅かされているわけでもないからである｡

それにもかかわらず､私が ｢南チロルの現代文学｣として彼らを紹介するのは､彼ら

のテクストが､次の五つの点で､南チロルという多言語 ･多文化社会に特有の問題を扱っ

ていると考えるからである｡その五つの点､彼らに共通する五つの特徴の第一は､いず

れの作家も､60年代まで南チロルで主流だったHeimatliteraturに否を唱えている､とい

うことである｡ 第二点は､彼らが､イタリア割譲後の南チロルの歴史を､テクストの背景､

あるいは前提として描いているということであり､第三は､彼らが､南チロルに住む ド

イツ語住民とイタリア人の複雑な関係を問題にし､文化の狭間に立たされた人間の心理

的葛藤を描いていること､第四に､彼らのテクス トでは､言語についての劣等感が繰 り

返し語られ､この過剰な言語意識が､Heimatに対する彼らの複雑な思いと密接に結びつ

いていること､そして第五番目として､彼らの文学には､異なる世界-の憧れを読み取

ることができる､ということである｡

では､具体的に見ていく｡ 南チロルの現代文学の出発点は､60年代の終 りにあると考

えられる｡ そのはっきりした道しるべと言えるのが､1969年に､帝人ノルベルト コンラー

ト･カーザ-がプリクセンで行なった講演 r過去二十年間および将来の南チロルの文学

についてj9'であるe 当時二十二歳のカーザ-は､この講演を南チロル学生会の年次大会
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で行っており､その内容は､それまで南チロルで啓かれてきた ｢文学｣に対し､反抗心

をむき出しにしたものであった｡この講演は､新しい世代による古い世代への挑戟状と

言える｡｢南チロルの文士の99パーセントは､生まれてこなければよかったのだ｡彼らが､

今でも故郷について下らぬことを沓きなぐっているのは構わないが､それ以上の災いは

御免こうむりたいo｣10'こういう挑発的な言葉で語り始めたカーザーは､当時南チロルで

もてはやされていた牧人かの作家と､一人の独文学者を､槍玉にあげた｡それは､戦前､

戦中､そして戦後も中断されることなく審かれてきた､故郷を讃えるだけの凡庸な文学

の伝統､それと密接に結びついたナショナリズムとの対決であった｡

カーザ-が攻撃した郷土作家たち､すなわちヘルマン･ムーメルター､7-ベルト･ムー

メルターといった人たちは､牧歌的理想郷としてのHeimatを安っぽい哀感を込めて歌

い上げ､ ドイツ的である等の南チロルがイタリア領となったことを嘆くばかりであった｡

カーザ-から見て彼らは､未だゲーテの亜流に過ぎず､モデルネ以降の文学の流れから

は遠くにいた｡ しかも､南チロルの歴史や､人びとが直面している様々な問題を文学的

に扱うことを､意識的に避けていたのである｡加えて､当時インスブルック大学教授であっ

た独文学者オイゲン･トウルンヘアの世界観は､カーザ一によれば､｢白痴的｣でありま

た ｢ナチス的｣ですらあった｡かれこれ半世紀にも及ぶイタリア支配のあいだ､南チロ

ルにイタリア文学と言えるものは芽生えることがなかった｡ ドイツ語文学ばかりが生ま

れている｡南チロルの ドイツ性を証明するこれ以上確かな証しがあるだろうか?おおよ

そこういう風に､トウルンヘアが述べていたからである｡

カーザ-の批判の背寮には恐らく､一方では､南チロルの自治権遊動に見られた､住

民総動員的政策を進める県政府への反発と､他方では､南チロルでも例外なく燃え上がっ

た､68年遊動への呼応という要因が考えられる｡

カーザ-がこの挑発的詐演を行った1969年は､ちょうど南チロルがイタリア政府に対

し､新しい自治制度を詑めさせた年に当たっている｡ 自治権を求めた一連の交渉の中で､

県政府は､南チロルの文化が ドイツ的re･･ありまたラデイン的である点を強調しており､

文化政策においても保守的､民族的なものを奨励 していた｡つまり､当時の南チロルで

は文学もまた､政治の道具とされる状況にあったわけである｡ カーザ-は､南チロルに

導入された自治制度を､イタリア人を差別し､三つの言語グループのあいだの溝を固定

化させる､いわば ｢アパル トヘイト｣として批判した｡カーザ-はさらに､南チロルの

文化が閉塞し､画一化されていることの費任が､次の三つのメディアにあることを指摘

したC

三つのメディアとは､南チロルで圧倒的購読率を誇るドイツ語日刊紙 ｢ドロミ-テン｣
と､その発行元であり､カトリック関連の香箱や地元の風物案内のような本ばかりを出

していたアテージア沓店､そして､イタリア国営放送RAIのボーッェン支局である0

時に出版社アテ-ジアと日刊紙 ｢ドロミ-テン｣は､故郷の文化が苦境に立たされてい

る､という危機感をあおり､ゲルマン的でかつカトリック的なチロルの伝統文化を守ろ

うとする傾向が明らかだったO当時のアテ-ジ7番店の社主であり､｢ドロミーテン｣の

編集主幹でもあったミヒヤエル ･ガンパーは､ファシズム支配下で南チロルの ドイツ語

教育を守り､ナチズムに対しても抵抗を示した功労者ではあったが､戦後この地域の言論､

出版界は､あまりにも彼一人を中心に回っており､日刊紙 ｢ドロミ-テン｣は､南チロ
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ルで圧倒的支持を集める政党､南チロル人民党 (SBdtirolerVolkspartei)11'の機関紙と

もみなされていた｡一方､RAIボーッェン支局は当時､まだ素人の集まりと言うべき

状態で､文化的フォーラムとしての役割を果たすには至っていなかった｡

カーザ-は､同じ講演の中で､これまでの南チロルの文学からは一線を画した新しい

世代の到来を告げ､｢期待すべき文学者｣として幾人かの名前を挙げた｡そこで名前の挙

がった一人が､ヨーゼフ･ツオーデラーである｡ ツオーアラーはカーザーよりも12歳年

上ではあるが､院外野党遊動の申し子的なジャーナリストであり､南チロルの ｢アパル

トヘイト｣にはもとより批判的であった｡ とはいえツオーデラーが注目されるようになっ

たのは､何と言っても彼のテクス トの文学的質の高さと､これまで南チロルの文学には

例のなかった斬新な手法ゆえである｡ 初め彼は､辞によって成功 した｡彼は､南チロル

方言というものを､社会批判的内容を表す辞的音譜として開拓し､方言で沓いた最初の

詩集を74年に出版した｡｢ティンパニーが轟くように､南チロルの文学的静けさを打ち破っ

た｣､と､ある文学批評家は昏いた｡

そのヨーゼフ･ツオーデラーが､･物語作家としての才能を旋いえない形で開花させた

のは､彼が出版 した療初の二つの長府小説､r手を洗うときの幸福J(DasGlackbeiTn

HandezLJaSChen)と rイタリア女](DieWalsche)であった076年にミュンヒェンで出版

されたr手を洗うときの幸福いま､自伝小説､あるいは私小説と言ってよいものと思われる｡

スイスのイエズス会系寄宿学校に入った十代半ばの主人公 ｢私｣は､自らの故郷､属す

べき国､アイデンティティをなかなか見出すことができない｡この小説は､周囲への順

応と反抗のあいだを揺れ動く不安な青年心理を､青年自身の視点から描き出している｡

主人公は､南チロルのメラーンに生まれ､幼いころ､ヒトラー-ムッソリーニ協定のた

めに家族ともども故郷を捨て､ダラーツに漂着した｡作中には､グラーツで過ごした少

年時代の思い出や､兄から開いたメラーン時代の一家の暮らしなどが､フラッシュバッ

クとして随所に挿入されている｡国籍のないパスポー トを持つ主人公のもとに､ある日､

イタリアの旅券が届けられ､彼はつかの閉､自分の属すべき場所が決まったことを喜ぶが､

夏休みに生まれ故郷を訪れた彼は､そこがまったく見知らぬ土地であり､自分がそこで

もまたよそ者に過ぎないことを痛感する｡

主人公がアイデンティティを確立しえない要因は､国籍よりもむしろ言語にある｡彼は､

家族と話すときは南チロル方言で話し､少年時代にはグラーツ方言を身につけ､今は学

校友達とスイス ･ドイツ語で話している｡が､そうした多言語話者である彼も､南チロ

ルに入る際､国境啓備月にイタリア語で話しかけられたとき､一言も答えることができ
ども

ない｡口にしたわずかなドイツ語すら､吃ったものとなってしまう｡ 彼はつまり､故郷

に戻ろうとして､自分の話す言葉に自信を失い､それによってまた､自分のアイデンティ

ティにもひどい不安を感じてしまうのである｡

ツオーデラーの次の長編小説 rイタリア女Jは､1982年のインゲポルク･バッハマン･

コンクールで高く評価されたものである｡この小説は､南チロルに並存する二つの社会､

ドイツ語住民の社会とイタリア人社会のあいだに立たされ､どちらに属することもでき

ない人間の､心の葛藤を描いている｡

主人公オルガは､南チロルの小さな農村に生まれるが､家を飛び出し､ボーッェンの

町で知り合ったイタリア人ジルヴァ-ノと同棲生活をしている｡ 父の死の知らせを受け､
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葬儀のため故郷の村に帰った主人公の､わずか三日間の心象風景を､百ページ余りにわ

たって綴ったのが､この小説である｡オルガの意識に浮かぶ様々な想念が､出来事の時

間的前後関係にはこだわらず､浮かんだままに語られる｡

ドイツ語を話す農民たちの､狭 く､閉鎖的な社会に戻ってきたオルガは､イタリア人

と同棲しているがゆえに､DieWalsche(イタリア女)と罵られる｡ところが彼女は､ボー

ッェンのイタリア人街に住み､イタリア人に囲まれているときも､やはりよそ者である｡

母語のようにはイタリア語を操ることができないため､恋人にさえ､本来の意図とは違っ

た風に解釈され､滑稽な人物だと思われる｡そもそも彼女は､｢本来の自分｣と言えるも

のを見出すことができない｡ 境界をまたいで行き来する人間のこうした疎外感が､この

小説のテーマとなってV.'る｡

この小艶では､主人公の姿が肯定的に描かれているのに対 し､村人たちは､料簡の狭

い排外主発音として批判的に描かれている｡ Walscbeという言葉自体が､この地方でイ

タリア人を侮蔑的に呼ぶときの屠り言葉であるが､この小説は､南チロルの ドイツ語社

会が持っているそうした閉鎖性を､いわば内部告発した作品と言うことができる12)0

ツオーデラーのテクストにはまた､それを愛着と音うにせよ反発と言うにせよ､Heimat

への過剰な意識と､異なる世界への憧れ､旅立ち､といったモテイープが繰 り返し表れ

ている｡こうしたモティーフはまた､彼の世代に始まる新 しい南チロルの文学に共通の

ものでもある｡例えば､イタリア文学に傾倒し､イタリア語でも創作したノルベルトC･
カーザ-や､イタリア語版とドイツ語版の両方を並べる形で辞を発表したゲルハルト･

コフラーにもあてはまる｡しかし､こうしたモティーフが特にはっきり表れているのは､

80年代に r垣根を越える女J(ZaunreiteT･in)で注目を浴びたアニータ ･ビヒラーと､ピ

ヒラー作品集の編者であり､90年代に作家として登場 したザビーネ ･グルーバーの二人

である13)0

アニータ･ビヒラーの難解なテクストについては､別の機会に詳しく論じることにする｡

1963年にメラーンに生まれた作家ザビーネ･グルーバーは､療初の長編小説 r帰らぬ子ら｣

(AELShd加Sige)によって､多くの読者を獲得した｡

この小説は､96年にクラーゲンフルトの小さな出版社から上梓されたが､ベーター ･

ハントケらが高く評価し､dtv-taschenbuchの一冊に採用されている｡小説のテーマはま

さに､異なる世界-の憧れである｡●若い兄と妹､アントンとリータそれぞれが語るモノ

ローグが､車ごとに交代 しながら進んでゆく｡兄アントンはヴイーンに暮らし､ジャー

ナリス トとしてのキャリアを積んでいる｡一方､妹リータはイタリア人の魚屋ユニオと

結婚して､ヴェネチアに住んでおり､それぞれが､出身地である南チロルの狭苦しい山

村から飛び出して､異質な喝境の中で新しい自分を作 りあげようとしている｡リータは

魚が苦手だが､無理に慣れようとし､ヴェネチア方言を習得する努力をして､人に根っ

からのイタリア人だと思われると､喜びを感じる｡アントンは､標準 ドイツ語を使いこ

なすことのできない､｢どもり言葉の国｣､つまり､南チロルの出身であるというハンディ

を克服するため､必死に記事を番いている｡

この小説では､ヴェネチア､ヴイーン､クラーゲンフルト､そして南チロルという舞台､

そのあいだを行き来する兄と妹を描くことによって､ ドイツ語圏とイタリアという､二

つの世界をまたいで生きるGrenzg畠ngerの心理が浮き彫りにされているoリータは､ヴェ
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ネチアでの生活に順応することができず､夫ユニオを捨ててヴイーンの兄のもとに身を

寄せるが､そこにも自分の居場所を見出すことができず､クラーゲンフルトに移 り､最

後にはヨーロッパ大陸をあとにする｡ 彼女の姿には､ツオーデラーの小説にも繰 り返し

表れた､探し求める人としての南チロル人を見出すことができる｡それは､決して安住

の地に落ち着くことがなく､自分の属すべき場所を求め､幸福を求めて､さまよい続け

る人である｡

同じことはまた､主人公二人の､言語に対する劣等感にも表れている｡ ドイツ語とイ

タリア語の両方に堪能である彼らが､実はその両方において不足を感じ､この不足感を､

一方はヴェネチア方言に習熟することによって､他方は標準 ドイツ語で番くという行為

によって補おうとする｡それがまた､故郷の村では見出すことのできなかった自らのア

イデンティティを作り上げるという試みでもあるわけである14)｡
グルーバーより九歳年上になるが､1954年にアイザック河畔の町プリクセンに生まれ

たヘレ-ネ ･ブレスは､90年代初めから､プルケンラントで中学教師をするかたわら､

南チロルの歴史に取材 した小説を世に出している｡その一つが､2000年に出版された長

編小説 r型紙j(Schniub6gen)である｡この小説は､1930年代から40年代にかけて､つ

まり､第二次大戦を挟んでファシズムとナチズムのあいだで揺れた時代の南チロルを舞

台としている｡南チロル方言や､イタリア語､ラデイン語の文章が散りばめられており､

しかも､この時期に南チロルで起こった政治的､社会的事件が､詳しい説明のないまま

背景に描かれているため､地元の言葉や歴史に詳しくない読者にとって､少々読みづら

いものとなっている｡

枠物語であるこの小説は､90年代に再会 した二人の老女､エルザとオルガが対座する

場面から始まり､同じ場面で終わる｡枠の中身となっているのは､エルザが若き日に書

いた日記や､出征した恋人がオルガに宛てて番いた､沢山の手紙である｡ここに描かれ

ているのは､悲惨な時代を自分なりに生きた､二人の対照的な女の姿である｡一方は､

洋裁師としての才能を開花させ､商売上の成功を収めながら､失牒 した夫を生涯待ち続

ける女であり､他方は､戦地から熱烈な変を綴った多 くの手紙を受け取 りながら､その

恋人が戦死したあと､まもなく幸福な結婚を遂げて二度と手枕を読むことのなかった女

である｡この二人と､二人を取 り巻 く人びとを通じて､政治や戦争という大きな出来事

に翻弄された､小さな人びとの内面が浮き彫りにされている｡

ヘレ-ネ･フレスは､2003年にも､南チロルの歴史に取材した小説 r木の中のライオンj

(Lb'WeniTnHolz)を出版したが､そこでは､1910年代､つまりオーストリア時代まで遡っ

て､この地の人びと､つまり南チロル人やラデイン人､イタリア人の姿を描いている｡

ヘレ-ネ ･フレスよりも一つ年下､つまり1955年生まれのゼップ ･マルは､エッチュ

川の源､すなわちオーストリア･チロルとの国境に近い村､グラウンの出身で､現在メラー

ンの町で中学教師をしながら､詩や小説を番いている｡マルは､2004年に初めての長編

小説 r傷跡の緑J(WundT･andeT･)を発表したが､この小説もまた､政治に翻弄される弱

い立場の人びとを描いたものといえる｡小説の背紫となっているは､60年代に南チロル

で荒れ狂った一連の爆破テロ事件である｡この爆破テロは､南チロルのオース トリア返

還を求めて､急進的活動家たちが起こしたものであるが､物語の中心に描かれているの

はむしろ､死んだ活動家の残された家族である｡一方は､自分で仕掛けた爆破テロによっ
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て命を落とした､どもりの青年の姉､ヨハンナであり､もう一方は､テロリストのメンバー

として逮捕されたあと､釈放されたものの､｢姦切 り者｣のレッテルを貼られて自殺し

た男の家族､とりわけ息子のバウルである. 物語は､少年バウルの視点から語られた章

と､ヨハンナの視点から語られた車が､交代する形で進んでゆくO 簡単にまとめればこ

の小説は､南チロルのイタリア帰属とかオース トリア帰属､といったナショナリズムの

思想や退助が､そうした思想とはまるで関係のない人びとを不幸にしていくさまを描い

ている｡ 物言削ま､バウル少年とヨハンナが出会うところ､つまり二人の人生が交差する

ところで終る｡ナショナリストたちの主張をよく理解できず､民族性の違いといったも

のに何のこだわりも持たない十二歳の少年バウルは､カラビニエリの宿舎で､イタリア

人に囲まれながらサッカー中継を見たり､イタリア人少女と付き合ったりしている｡逆

に､ヨハンナの弟アレクサンダーは､どもりであるがゆえに自己表現がままならず､爆

破テロという暴力的手段のうちに､抑圧的国家や多数派に対する自己主張の方法を見出

すようになる｡この二人は､対照的な若者として､しかし両者ともに犠牲者として描か

れている｡それゆえこの小説からは､意外なほど明瞭なメッセージが読み取れる｡ それは､

ドイツ的な故郷を防衛する､とか､｢ここはイタリアなのだ (Siamoinltalia)｣といった

主張に表れた､ナショナリズムへの懐疑である｡これはまた､68年遊動に出発点を持つ､

現代南チロルの文学に共通する傾向でもある｡

現代南チロルの ドイツ語文学は､多文化社会に生きる人間が直面する様々な問題を描

き出している点で､時代を先取 りしたものであり､身近な地域社会を描 くことによっ

て､むしろ､一地域に限定されない人間的問題に迫ろうとしている｡それは､異なる世

罪-の憧れを内に秘めながら､南チロル方言やラデイン語などを表現手段に用いている

点に見て取れるように､辺境地域の持つ多様性を生かした文学となっている｡ この意味

で､南チロルの現代文学は､国家や民族ごとに文化を均質化する方向に働く､いわゆる

Nationalliteraturの対極に置かれるものではなかろうか｡
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1)本稲は平成17年度より交付を受けている科学研究費補助金 (基盤研究 (C))の研究成果の一つであ

り､日本独文学会西日本支部 第59回研究発表会における研究発表 ｢南チロルの現代文学事情｣(平

成19年12月8日)に加乾したものである｡

2)2001年度統計によると､総人口460,635人のうち､有効な回答をした428,691人の69.15パーセントが

ドイツ語を母語とする者､26.47パーセントがイタリア語の母語話者､4.37パーセントがラデイン語

を母語とする人びとである｡Vgl.L19,8.4f.

3)｢トレンティーノ･南チロル州の為の特別規約｣第99条には､｢ドイツ語は､当州においては､公用

国家語であるイタリア語と同格とする｣と記載されている｡Vgl.StatutospecialeperilTrentino-

AltoAdige/Sonder8tatut氏irTrentino･凱dtirol(Dekretde畠Prasidentender･Republikvom31.

August1972,Nr.670),H,99.

4)イタリア語名はProvinciaAutonomadiBolzano･AltoAdigeである｡

5)今日｢南チロル｣と育った場合､その南側に隣接 し､南チロルと共に一つの州を構成するトレント

県 (ProvineiaAutonomadiTrenb)は含まない｡ トレント県も1919年まではオース トリア領で

あり､長いあいだチロルの一部ではあったが､Welschtirolという当時の通称が示すとおり､オー

ストリア時代から既に人口の大部分をイタリア人が占めていた｡今日､ボーッェン=南チロル自治

県とトレント自治県がそれぞれ大幅な自治権を獲得したため､ トレンティーノ･南チロル自治州

(Reg'oneAuLonoma升entI'no･AltoAdige/AuLonomeRegI'on升enかO-Siidlirol)は空洞化してお
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り､まとまりを持った一つの州とは言えなくなっている｡なお､以下では南チロルや トレント県に

住むドイツ語母語話者を ｢ドイツ語住民｣､ラデイン語母陪静者を ｢ラデイン人｣､イタリア語母語

給者を ｢イタリア人｣と呼ぶが､これはドイツ語で一般的なDeutschsprachige,Ladiner,Italiener

に対応させたものである｡いずれも､国籍から言えば､オーストリア時代はオーストリア人であり､

イタリア剖淡後はイタリア人であるが､民族的自覚に即した呼び方を採用する｡また､南チロル人

S也dtirolerとドイツ語で呼ぶとき､一般的には南チロルに住むドイツ語住民とラデイン人のみを指

しており､本論でもこれに従うC

6)Vgl.L17,S.335.

7)南チロルの自治制度は二つの柾を持っている｡二宮語併用と民族的配分である｡南チロルでは､公

的な文啓や表示はイタリア語とドイツ語の両方で表記するのが原則である｡また､母語による教育

が保証されているばかりでなく､小学二年からドイツ語母緒論者はイタリア語を､イタリア語母酷

話者はドイツ語を学ぶことが義務づけられており､公的､半公的職業に就くためには丙宮津の能力

訳験に合格しなければならない｡加えて､こうした職業や社会住宅などは,各言語話者が人口に占

める割合に応じて配分される｡

8)南チロルの文学を包括的に論じたものとしては､I.8からL13がある｡

9)Ll,8.111･118.

10)Ebenda,S.111.

ll)南チロル人民党 (凱dtirolerVolkspartei)は､1945年5月8日に､77シズムとナチズムに対する

抵抗道政を母体として､民族自決権行使を目標の一つに掲げて創設された政党である060年代末ま

では常に60パーセントを超える支持率を誇っていた｡現在でも50-60パーセントの支持率を得て

おり､県知串を始め県政府の主要なポストをおさえている｡Ⅴgl_L20.S.73･90.

12)この小配は､ドイツ陪圏のみならず､イタリアでも大変多くの読者を獲得し､イタリア語訳はイル

ミオ ･カットウーロ井というイタリアでは極めて権威ある兜を受けた｡しかし地元南チロルでは徹

底的に無視され､作者ツオーデラーはしばらくの問 ｢轟切り者｣のレッテルを貼られてボイコット

されることになった｡彼は､ヴイーンを離れて南チロルに戻ってきた当初から､積極的に院外野党

遊動にかかわり､南チロルの政治の保守性､社会の閉鎖性､文化の画一性を批判してきたが､現在

も､民族間の垣根を越えて開かれた､多文化共存社会の実現を訴えている｡

13)ヨーハン･ホルソナーによれば､1989年､南チロルの自治制鹿が完成に近づいていたころ､ボーッェ

ン県知事は､南チロル人民党では強硬派のジルヴイウス ･マッニヤーゴから､比較的穏健なルイー

ス ･ドゥルンヴァルダーに交代し､これと同時に文化改乗にも転換がもたらされたo文化担当参串

の秘啓として作家のアルミン･ガッテラーが起用され､それまでは批判者であり姦切り者として敬

遠されてきた作家たちが､むしろ先見の明ある者として評価され､彼らの意見が開かれるようになっ

たという｡Vgl.L9,S.265.

14)作者ザビーネ･グルーバー自身､大学語学講師としてヴェネチアで働き､作家のための市の奨学金

を得てクラーゲンフルトに住み､現在ヴイーンに住んでいる｡彼女は､r帰らぬ子らJのあと､辞

典FangoderSchweigen(2002)､長編小敵としてDieZumutung(2003)と仇erNacht(2007)
を出している｡




